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 日本国内における 2025 年度の観光については、日本人国内旅行は減少傾向にあるが、旅行消

費額は約 26,7 兆円と過去最高を記録しました。併せて、訪日外国人旅行者数は前年度対比で約 15，

8％増になり昨年度に引き続き過去最多を更新しました。また、円安などの影響で、訪日外国人旅

行者による旅行消費額も過去最高を記録しました。そのような中、昨年同様、有名な人気観光地

ではオーバーツーリズムが深刻な問題になるなど、政府としても地方への誘客促進を重点政策と

して掲げました。併せて、中東情勢などの影響もあり、航空燃料の供給不足問題で地方空港を中

心に新規就航や増便が出来ない状況が起こり、政府としても燃料の安定的供給確保に向けて進め

ています。 

指宿市の観光に於いては、市制施行 20 周年を迎え、国・県・市の政策により少しずつではある

が以前の指宿に戻りつつあり、訪日・国内観光客についても、入国・渡航の規制緩和により以前の

通りとはいかないものの、回復傾向にあります。また同様に観光業に限らず、日本国内では多く

の飲食店など、あらゆる業種が厳しい状況を乗り越えて、少しずつではあるが経済の回復が見ら

れるように感じられます。 

昨年度に引き続き、今後の観光業は、観光のトレンドが変化しており、マイクロツーリズム、ワ

ーケーション、アウトドア等への関心が非常に高く、オフシーズンや密集しない観光地などへの

ニーズも高まりつつある。受け入れ側としても、これまで以上に地域全体での魅力向上を図るこ

とが欠かせないと考えます。今後、指宿市としても天然砂むし温泉を中心に、温暖な気候を生か

した農産物、水産物など、多様な資源を再度見直し、指宿市観光・経済戦略会議を中心に官民の協

力のもと有効活用していければと考える。 

併せて、本年度も指宿市の 3 大スポーツイベントである「第 22 回いぶすきフラフェスティバ

ル」「第 43 回いぶすき菜の花マラソン」は通常通り開催され、「第 34 回いぶすき菜の花マーチ」

に於いては、市長・市議会、並びに衆議院選挙が行われた関係で、2 月の開催となりました。開催

にあたってはアフターコロナを見据えた課題にも取り組んで、出来る限りのおもてなしを第一に

考え、参加者や指宿市民のご協力のもと全ての競技が円滑に進み成功裏に閉幕したのではないか

と思われる。今後も、時代に合ったイベントとして、より一層、皆様方のご指導、ご協力を賜りな

がら邁進して参ります。また、イタリヤで開催された冬季オリンピックは、1 つの都市に集中せ

ず、イタリヤ北部の広域での分散型で開催されたことが最大の特徴で、時代に合わせた新しい競

技スタイルが導入され、閉会式を世界遺産のヴェローナの古代競技場で行われたことも話題とな

りました。環境に配慮した革新的な演出が注目を集める大会となり、世界各国に感動を届けまし

た。 

 

Ⅰ【公益目的事業会計】（公益目的事業比率 56，14％） 

 

 １・観光客の誘致促進事業 

（１）【観光情報誌等作成事業】（公益目的事業比率 7，06％） 

観光に対するニーズや旅行スタイルが多様化する中、訪日外国人観光客も増加傾向にあること

から、指宿市の観光情報について改めて見直しを行い、年々変化する観光客のニーズに対応した



観光情報誌や観光マップを作成した。これらを観光客や滞在客に対する観光の案内ツールとなる

よことを目指し発刊するとともに、旅行エージェント訪問や観光PRキャンペーンを実施し、誘客

促進に取り組んだ。 

また、当協会独自のホームページを新たに作成し、ホームページやSNS等を活用した時代に即

した情報発信を推進した。リアルタイムな指宿市の観光情報や魅力を国内外へ広く発信すること

で、観光客誘致の促進を図った。 

 

◆観光情報の発信 

今年度に於いても時代に合った情報発信として、SNS等（Instagram／Facebook／X） 

を活用したPR活動を行った。 

 

◆観光情報誌及び市街地イラストマップの作成 

市街地イラストマップ（令和8年３月）日本語（45,000部） 

 観光情報誌「アロハ通信 No,54号」A5版（令和8年３月） 30,000部 

 

◆指宿市観光協会HP開設 

 （令和8年２月） 

 

（２）【指宿観光宣伝誘致促進事業】（公益目的事業比率 5，85％） 

今年度の指宿観光セールス事業についても、昨年度に引き続き観光誘致委員会を積極的に開催

し、日々変化する観光ニーズや旅行形態に迅速に対応しながら、主要都市の旅行会社やマスコミ

等への訪問を中心に、情報発信及び指宿観光の PR 活動を実施した。また、動画を活用した情報発

信や広告掲出等にも取り組み、幅広い誘客宣伝に努めた。 

観光セールスについては、他事業と連携しながら効果的なタイミングで実施することができ、

旬の指宿地域の魅力を PR するうえで大変有効であった。加えて、昨年同様、イオンモール鹿児島

で開催された「まるごとかごしまフェス」に参加し、指宿ならではの菜の花漬け等のふるまいや

特産品販売を行うことで、指宿観光の PR を図るとともに、鹿児島県内各市との連携強化にも努め

た。 

このように、実際に現地へ赴き、人と人との交流を通じて情報発信を行うことは、観光セール

スとして有効であることはもちろん、データだけでは把握できない現場の声やニーズを直接感じ

取ることができる大変重要な機会であると感じた。 

今後も観光地間の競争激化が予想される中、観光誘致活動の推進は重要であることから、引き

続き SNS 等を活用した PR や情報発信に取り組むとともに、変化する旅行ニーズを踏まえ、これま

でとは異なる新たな観光素材の発掘やブラッシュアップを進め、迅速な誘客活動につなげられる

よう努めていきたい。 

 

（３）【エージェントとの連携による長期滞在型ツアー等の推進】 

エージェントと連携したツアー滞在型企画として、旅行商品造成や販売体制確立に関する事業

を行った。新たなコンテンツを磨き上げ、次年度以降も旅行者のニーズに合った旅行商品等の造

成に取り組んでいく。 

また、エージェントとの連携において本市及び周辺観光地での魅力が検証できたことにより、

時代に合った観光推進やマイクロツーリズムの提案を進め、新しい観光のスタイルを推進した。  



併せて、安心安全で持続可能な観光地や景観を活かしたワーケーションを活用した観光の推進

やマイクロツーリズムの推進に努めた。 

また、エージェントと連携して、世界唯一の砂むし温泉を利用した指宿の文化と歴史、並びに

素材を生かしたツアーの造成を行い、今後の国内情勢等を見据えた観光㏚素材として生かしてい

ければと考える。 

 

２・受入体制の整備 

 

（１）【広域観光の連携】（公益目的事業比率 2，23％） 

①各種広域観光並びに体験事業の推進（南薩地域／大隅／屋久島／錦江湾地域） 

本年度も鹿児島県で取り組んでいるサイクルツーリズムは県内の観光地を巡るコース設定が行

われＳＤＧｓを取り入れた新たな観光戦略となってきていることから、本市としても密に連携を

図り、新たな観光スタイルとしてのサイクルツーリズム推進に努めた。特に池田湖、知林ヶ島、

長崎鼻、開聞岳などの自然は依然として人気の高い観光資源となっていることから情報誌にピッ

クアップして情報発信を行った。 

また、「いぶすき広域観光推進協議会」では、南九州市、南大隅町、錦江町と広域連携を図

り、より一層、薩摩半島と大隅半島の「山川・根占フェリー航路」などを利用した広域観光の促

進を図るよう努めた。また、関連事業として取り組んでいる「環錦江湾連絡観光会議」も各地に

於いてワークショップやシンポジウム、各種体験事業等を実施し親睦を深め、錦江湾を囲む各地

域の連携を図った。 

受入対策事業としては、南九州市でのヒマワリの植栽、第 5 回あなたが選ぶかごしま景観大賞

（優秀賞）に選ばれた指宿市での菜の花の植栽（JR 西大山駅）、南大隅町での佐多岬マラソンへ

の補助や、錦江町での観光地のライトアップ事業の補助を行うなど受入態勢に努めると共に観光

情報発信に努めた。その他、新たにクルーズ船等を活用した周遊促進事業としては、指宿港及び

山川港に寄港したクルーズ船に於ける歓迎式典や観光案内所等を設置し、ふるまい等のおもてな

しを官民協力のもと実施した。 

 

②体験型観光推進事業（公益目的事業比率 3，55％） 

本年度も昨年に引き続き、南薩地域の滞在型観光の推進を目指し、指宿を拠点とした南薩地域

への周遊性の高い新しい旅行形態や商品の開発、ワーケーションと言った新しい旅行形態などに

即した、少人数・個人型体験プログラム開発のために広く観光客への周知を図り、誘客を進め

た。このことにより、滞在型観光推進を図りつつ、各種データ、観光客からの意見を集約し、多

様化と変化する観光客のニーズに対応すべく体験プログラムメニュー開発に努めた。 

 

 〔既存の極上体験プログラム数〕 

指宿砂むし温泉：１ グルメ：８ 体験：９ 特産品：７  合計：２５ 

 

（２）【海外誘致（インバウンド）対策／観光案内／プラットホーム事業】 

 観光案内所整備促進事業（公益目的事業比率 18，98％） 

海外からの観光客は国による規制緩和などが進む中、国内では過去最高を更新した、指宿市に



於いてはコロナ前に戻ってはいないものの、少しずつ戻ってきている外国人対応についてもきめ

細やかな接客に取り組み、それぞれの観光客のニーズに合った案内をすることが出来た。昨年度

から主要都市の国際線ターミナルの開港も始まり大幅に訪日観光客も増えてきており、県や観光

連盟などとコロナ収束後の今後の動向を見極めながら誘致対策に取り組みました。また、オンラ

インを使った海外への観光情報の提供及び観光コンシェルジュによる案内所のサービス向上に努

めるなど、インバウンド対策に係る関連団体（JNTO 等）と連携し、 海外誘致の強化・推進に

取り組んだ。 

その他、JR指宿駅構内にデジタルサイネージを設置したことにより、今後の旅行ニーズの構築

に向けた国内観光客並びに訪日観光客へのサービス向上を図る事で、旬な情報をいち早く提供す

ることが出来た。 

 

 【観光案内事業】 

 ①指宿市総合観光案内所（ＪＮＴＯ認定）／配置人員数：４人（２名ずつの交代制） 

営業時間：９：００～１７：００（年中無休）国内旅行業務取扱管理者２名 

②砂むし会館「砂楽」内観光案内所／配置人員数：４人（１日２名ずつの交代制） 

営業時間：９：００～２１：００（年中無休※但し、砂楽メンテナンス時は休館） 

③指宿ビジターセンター内観光案内所／配置人員数：７人 

営業時間：９：００～１７：００（１２月２９日～１月３日まで休館） 

業務内容：観光情報提供、公共交通機関情報提供、宿泊施設情報提供及び予約サポート、 

各種クーポン発券、レンタサイクル貸し出し、手荷物預かり及宿泊施設届け 

情報誌・マップ等の発送、その他観光案内に関する業務 

 

【プラットホーム（山川・根占航路推進含む）整備促進事業】（公益目的事業比率 3，21％） 

本年度のプラットホーム整備促進事業は、いぶすき広域観光推進協議会との連携を図り、山川 

根占航路間の船を使った安定航路確保と流通経済、広域観光を目的とし、薩摩半島と大隅半島の

広域事業として取り組み、県内を中心とした不特定多数の方々へ周知を図った。 

「夢たまプロジェクト事業」はJR指宿枕崎線利用促進を図る為の事業として、今年度もJR九州

と南薩４市で協力し「JR西大山駅」などの草刈りや清掃作業を行った。また、指宿商業高等学校

と協力して指宿駅でのふるまいや、山川高等学校との肥薩オレンジ鉄道によるツアーなどで連携

を図るなど、南薩が一丸となって、「おもてなし」の心を忘れずに、広域で連携して行うこと

で、利用者や指宿市民に元気を届ける事が出来た。併せて、沿線上の住民はもとより、各市の住

民の方々へ、市民や観光客の足としてのJR指宿枕崎線への関心を持っていただけるよう利用促進

を図った。 

 

（３）【イベントの取り組み】（公益目的事業比率 11，61％） 

 国内でも知名度の高い大会として、マラソン・マーチ・フラのイベントは、本市にとって欠

かせないイベントになっています。今年度は必要な感染症対策を取りながら本来の大会を開催す

ることが出来ました。マラソン大会に於いては、天候にも恵まれて、昨年度から開催している12

㎞のファンランニングを継続し、フルマラソンだけではない大会として高評を得ました。それぞ

れのイベントにおいて、様々な課題が見えてきたことは、これをきっかけに、時代に即した運営



の見直しが出来たのではないかと感じました。令和８年度の大会は、今年度の反省を踏まえて、

更に今まで重ねてきた経験を生かして、指宿市民や参加者の皆様へ元気を届けられるように進め

てまいります。併せて、いぶすきの秋の風物詩として定着し、当協会が携わっています指宿温泉

祭も通常開催ができ、花火大会に際しても、昨年同様、建設が進む指宿港海岸を中心に開催し、

指宿市民に元気を届ける事が出来た。また、はんや踊りも約2,100名の踊り手が参加し、指宿の

まちに賑わいが戻ったと感じた。 

最後に、各種イベントが本市の地域振興にとって必要と改めて肌で感じることが出来た事を生か

して、今後はイベントを通じて指宿市の魅力等も発信して行けるように取り組んでまいります。 

・第22回 いぶすきフラフェスティバル【 2025年6月5日（木）～8日（日）】 

・第43回 いぶすき菜の花マラソン大会【 2026年1月11日（日）】 

・第34回 いぶすき菜の花マーチ【 2026年2月6日（金）～8日（日）】 

 

（４）【地域内の環境美化に対する助成事業】（公益目的事業比率 1，67％） 

「地域内の観光美化に対する助成」は、指宿の玄関口ともいえる JR 指宿駅に乗降する観光客、

市民のために、駅構内、駅トイレ、駅周辺の美化清掃に努め、清掃員を雇用する等の事業を行う

「指宿駅周辺を明るくきれいにする会／事務局：ＪＲ指宿駅」や、年２回クリーン指宿を制定し、

市民に呼びかけ、指宿市内の清掃美化に努めました。 

また、様々な活動等に対し、助成金を拠出し、指宿市の美化活動の協力にも努めました。 

 その他、指宿駅前の「足湯」の清掃活動を各種団体が当番月を設定しており、本年度の指宿市

観光協会は６月が担当月である事より、職員全員で指宿駅前の美化活動に取り組んだ。 

 

（５）【地区別宿泊統計事業】（公益目的事業比率 1，98％） 

本市の大手宿泊施設１３社を対象に月別の地区別宿泊客統計を取りまとめ、統計として閲覧で

きるようにすると共に、各種キャンペーン等の際に基礎データとして使用し誘客を図り、南薩地

域振興局とも連携を取り、最近の観光に関する意識の分析など、今後の観光戦略を繋げた。 

「地区別宿泊統計」は、当観光協会自主事業で、市内に点在する宿泊施設約５０事業所のうち、

主要なホテル、旅館等１３社から毎月の情報が提供され、地域の観光動向として取り纏めを行っ

ている。本年度もこの調査結果については、理事会で直近月の数字を報告。定期総会では総会資

料に年間対比及び年度内の月毎の数字を掲載し、要望があれば、当観光協会事務局にも総会資料

を据え置いているので、会員・非会員問わず閲覧ができ、当観光協会ホームページ上にも公開し

ているので、不特定多数が見ることができるように努めました。併せて、県の行っている人流デ

ータの勉強会に出席するなど、各種データの収集にも努めた。 

 

（６）【指宿市観光ビジョンの取り組み】 

 本年度で4年目を迎える「指宿市観光ビジョン」は、本市観光の活性化と観光消費額の拡大を

図り、豊かな観光資源を活かした持続可能な社会の実現を目指すため、人口減少や社会情勢・観

光ニーズの変化など、刻々と変化する環境に対応しながら、市民・事業者・行政が一体となって

取り組むべき観光振興施策の方向性を示し、その実現に向けた指針として策定されています。 

本年度も引き続き、指宿市観光・経済戦略会議を中心に、当協会においても関係各所と連携・協

力しながら、ビジョンの実現に向けた取組を推進しました。 



Ⅱ【収益事業会計】（事業比率 29，98％） 

 

１【財政の健全化に伴う事業運営のスリム化】 

本年度も当観光協会の財源については公益事業を支えるための収益事業として、指宿駅構内や

砂楽内の土産品販売「ふるさとショップ売店」や指宿駅構内案内所でのレンタル電動アシスト自 

転車、手荷物送り等の有料サービスによる収入確保に努めてまいりました。 

また、一般客はもとより、エージェントと連携して「いぶすき極上体験プログラム」を、お得

感を感じて楽しめるチケットとして販売促進を図り、自主財源の確保を進めてまいりました。 

その他、ポケモンマンホールグッズの販売だけでは無く、キャラクターグッズ販売大手のビレ

ッジバンガードコーポレーションとの連携を図りつつ、新たな収益事業として、取り組むこと

で、収益だけではない観光客の新たな販売ツールとして提供できたことは公益性の高い事業であ

ると感じることが出来た。今後も当観光協会の財政の健全化を図る為に、あらゆる可能性の構築

を行ってまいります。 

 ◆指宿市総合観光案内所【クーポン等発券事業】年間収入：1,375,140円 

   鹿児島県知事登録 国内旅行業 第 地域－71 号 

◆ふるさとショップ【土産品販売事業】 

   指宿駅 年間収入：5,022,018円 ／ 砂 楽 年間収入：12,762,003円 

 

Ⅲ【その他事業会計】（事業比率 6，49％） 

 

１【公園管理事業（指宿市指定管理事業）】 

 「セントラルパーク指宿」の指宿市指定管理者として、定期的に利用されるグラウンドゴルフ

愛好者やスケートボードなど、公園を使用する頻度が多くなった。 また、休日になると家族連

れや子供が公園内でくつろぐ風景が見られ公園としての機能を十分に果たせたと感じます。今後

も大勢の人々が公園使用を使用する光景が見られた事から、今後も使用しやすい公園整備に努め

ます。 

 併せて、例年メイン会場として使われている第７８回の指宿温泉祭も従来の本格開催となり、

本来の夏の風物詩としての活気が戻ってきたと感じた。また、ハンヤ踊りは約2,100名を超える

お踊り手が参加し、本会場でのステージイベントや神輿渡御、花火大会も従来通り開催すること

により、指宿市民に元気を届ける事が出来た。 

今後も、観光客にはビジターセンターとして、地元市民には公園でくつろぐ機能、温泉祭等の 

イベントによる会場活用を複合的に持った公園・管理棟としての運営になるよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ【法人会計】（事業比率 7，39％） 

 

１【法人会計・組織】 

協会役員（理事・監事・顧問）による理事会を定期的に行い、専門委員会の活動強化を図った

ことで、会員への情報発信、県・市等の関係団体との連携により円滑な事業運営を図ってまいり

ました。また、理事並びに職員を各自適正部署に配置して、受け入体制の構築を行い、組織とし

ての充実を図りました。 

 併せて、南薩４市で情報の共有を行い、県（南薩地域振興局）も含めて協力体制を構築できた

と考えます。 

 

Ⅴ【その他】 

最後に、日本国内に於いては、訪日・国内の観光客についても活発な移動が見られることよ

り、国内外の情勢を注視しながら、市民一体となった街の活性化に取り組み、今後、世界情勢な

どを見極めながら速やかに行動が出来るよう計画し、これまで以上に関係団体や会員の皆様方の

ご理解、ご協力を仰ぎながら観光地「いぶすき」の発展の為に邁進していきたいと考えておりま

す。 

また、各種イベントに関しましても時代に合ったスタイルで参加者の心に残るようなイベント

になるように指宿を盛り上げていきたいと思います。 


